
　当協会は2024年12月12日、「建築物排水管清掃優
良事業者認定」審査委員会を開催し、新規で第8回目の
認定業者として㈱日本クリーン・アップを認定すると
ともに、第２回目となる更新認定については5社を認
定しました。
　新規認定については、10月1日から11月30日まで
に申請があった会員1社について、提出された書類を
審査しました。更新認定は対象となる5社から申請が
あり、認定しました。

　一般社団法人全国管洗浄協会は、第23回定時総会を
2025年６月23日（月）に、東京・港区新橋の第一ホテル
東京で開催します。5月初旬に会員の皆様にお届けす
る総会案内と議案書をご確認ください。

６月23日に第23回定時総会を開催します

新規・更新ともに、正式認定日は2025年1月31日付、
認定期間は2月1日～2031年1月31日（6年間）となります。
　認定後は、当協会ホームページの会員名簿に「優良事
業者（当協会認定）」と表示し、会員の皆様の高い技術と
良質なサービスを裏付け、積極的にアピールします。
　第2回更新認定事業者は次のとおり（50音順）。＝㈱
オールワン▼第一カッター興業㈱▼㈱Ｐ・Ｃ・Ｇテクニ
カ▼㈱プログレス▼㈱マルシンビルサービス

　当協会は、2024年度第3回常務理事会を12月12日
午後3時より、当協会事務局で開催しました。継続協議
事項となっていた委員会規約や表彰規程の改正につい
て協議し、承認しました。
　上之原靖理事長を議長に選任後、①委員会規約の改
正について②表彰規程の改正について③委員会報告④
2025年度委員会事業計画案・予算原案⑤第3期アク
ションプランなどについて協議しました。
　委員会規約の改正については、前回会合の協議内容
を受けて総務委員会から、規約第2条2項の委員定数
を「15名以内」から「25名以内」、同4条の副委員長定数
を「1名」から「1名以上3名以内」にする修正案が提案
され、承認しました。
　表彰規程については、広報委員会が企画する「排水管
清掃のアイデア募集（仮称）企画」で、優秀作品の表彰と
して副賞（賞金）を出す計画があることを受け、総務委
員会で賞金金額を含めた表彰規程改正について協議し
た結果を報告。顧問税理士や他団体の事例を参考にし
て、賞金1件当たり10万円以内を最高額とすること、1

回当たりの賞金総額は50万円以内とする案が提案さ
れ、承認しました。また、理事長・副理事長表彰につい
ては、実施の際には賞金額を決めた上で告知すること
が説明され、了承されました。
2025年度事業計画案・予算原案に関しては、各委員
会による検討状況が報告され、委員会単位での予算計
画をできるかぎり明確化した上で、全体の予算案に組
み込んでいくことを確認しました。
　なお、常務理事会開催前には、全国油脂事業協同組
合連合会（同連合会・塩見正人事務局長）によるグリス
トラップの浮上油の回収提案についての説明と、コン
ビニエンスストア「LAWSON」の給排水設備修繕対応
業務に関する協力依頼について、㈱アルファパーチェ
スより事業内容の説明と特定地域の協力要請があり、
意見交換が行われました。
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  認定事業者 代表者 所在地 認定番号
 1 　株式会社日本クリーン・アップ 藤森　潔 埼玉県草加市高砂 1-11-15 2024-0030    
※認定期間2025年2月1日～ 2031年1月31日



お問合せ：東京　TEL 03-3459-0051
　　　　　大阪　TEL 06-6375-1421

本　社：
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-2-2 30森ビル
TEL.03（3459）0051㈹　 FAX03（3459）0081

大阪支社：TEL 06-6375-1421
品川工場：TEL 03-3493-4431
テクニカルセンター：TEL.03-3798-0091
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日本滌化化学株式会社
■化学洗浄剤の総合メーカー　■水質分析・調査

ジョーカルシリーズ
厨房・浴室・洗面等、排水管のつまりや
臭気を解決する強力化学洗浄剤。

ストールシリーズ
小便器及び汚水管に付着している
尿石スケールを溶解・抑制する
強力化学洗浄剤。

ラストフラッシュ　ハイチームCA（分解剤）
柔らかいスケールや鉄さび、有機物、
レジオネラ属菌等の除去に特化した
強力化学洗浄剤。

飲料水分析　工業水分析
レジオネラ属菌分析　環境計量分析
安心と安全のために正確な解析結果を
お約束します。

排水管洗浄剤

尿石除去剤 水質分析サービス

循環浴槽・給水給湯配管洗浄剤
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  総数 興行場 百貨店 店舗 事務所 学校 旅館 その他
特定建築物施設数  48,313 1,257 1,777 10,532 19,631 4,387 6,871 3,858
立入検査等回数  27,895 558 969 5,885 12,453 2,267 4,175 1,588

報告徴収 20,634 347 675 4,071 10,315 1,753 2,254 1,219
立入検査 7,261 211 294 1,814 2,138 514 1,921 369

空気環境・空気調和の調整
調査件数 9,427 263 349 1,362 4,954 692 1,272 535
不適件数 1,442 32 41 214 790 98 178 89
不適合率 15.3% 12.2% 11.7% 15.7% 15.9% 14.2% 14.0% 16.6%

その他
調査件数 13,293 276 571 3,103 5,288 1,065 2,244 746
不適件数 1,051 19 45 287 380 66 193 61
不適合率 7.9% 6.9% 7.9% 9.2% 7.2% 6.2% 8.6% 8.2%

　厚生労働省が発表した「令和５年度衛生行政報告例」
によると、2023年度の排水管清掃業の登録営業所数
（6号登録）は全国合計で1,170件でした。また、施設管
理業務の項目別調査のうち、当協会に関連する「排水
設備の清掃」項目の不適合率は7.9％と、前年度比1.2
ポイント下落しました。
2023年度の「建築物における衛生的環境の確保に関
する法律」に基づく特定建築物の届出数は合計4万
8,313件で、前年度比0.8％（403件）増加しました。
　特定建築物の立入検査で当協会関連の項目となる
「排水設備の清掃」は、調査総数1万3,293件中1,051
件が不適合でした（不適合率7.9％、前年度比1.2ポイ

排水受けの汚れ、
閉塞の状況点検

排水設備の
清掃

ント下落）。用途別では、前年同様に「店舗」の不適合率
が最も高く9.2％となりましたが、前年度と比べると
2.3ポイント下落し、他の用途でも不適合率は下がり
ました。上昇したのは「百貨店」（不適合率7.9％、同0.1
ポイント上昇）のみでした（表1）。
　排水管清掃業の登録営業所数は、全国合計1,170件
で、前年度から1件増加しました（表2）。都道府県別に
みると、東京都が169件（同3件減）と最も多く全体の
14.4％を占めていました。全体的に都市部に営業所が
集中している傾向は従来どおりとなっています。
　このうち、立入検査等が行われたのは全国合計で
215件でした。前年度より立入検査等の件数が多かっ



製品に関するお問い合わせ

日本エマソン株式会社  プロフェッショナルツール事業部
〒105-0023 東京都港区芝浦1-2-1 シーバンスN館17階　　TEL: 03-4572-6881  FAX: 03-4496-4286  Mail: RIDGID-CS@emerson.com

AC電源不要！
手軽に持ち運べてパワフルに清掃

※ご使用には充電式ドリルドライバが必要です。

ケーブル先端のチェーンが広がり
管内壁まで効率よく清掃可能

K9-102+
K9-12

K9-204+
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立入検査
等件数

設備　　　　帳簿書類 その他の検査

 11 - - - - - - -
 10 2 1 - 1 - 1 -
 28 8 8 - - - - -
 97 13 13 - 12 - 11 1
 58 5 5 - 1 - - -
 5 1 1 - - - - -
 6 - - - - - - -
 4 - - - - - - -
 9 1 - - - - - -
 18 3 3 - 3 - - -
 26 4 4 - 3 - - -
 13 4 4 - 4 - 4 -
 6 2 1 - - - - -
 8 - - - - - - -
 2 - - - - - - -
 2 - - - - - - -
 36 6 6 - 6 - 6 -
 7 1 1 - 1 - 1 -
 9 1 1 - 1 - 1 -
 18 - - - - - - -
 5 1 1 - - - - -
 10 5 5 - 5 - 4 1
 15 4 3 - 3 - - -
 14 1 1 - 1 - - -

全  国
北海道
青  森
岩  手
宮  城
秋  田
山  形
福  島
茨  城
栃  木
群  馬
埼  玉
千  葉
東  京
神奈川
新  潟
富  山
石  川
福  井
山  梨
長  野
岐  阜
静  岡
愛  知

1,170 215 204 3 186 15 166 10
 75 12 35 - 37 2 32 -
 25 4 3 - 3 - 1 -
 5 2 2 - - - - -
 29 5 5 - 5 1 4 1
 19 5 3 - 1 - 1 -
 13 2 2 - 1 - 1 -
 16 6 6 - 6 1 6 -
 16 2 2 - 2 - - -
 15 3 3 - 3 - - -
 13 3 - - - - - -
 69 10 4 - 4 - 3 -
 45 14 6 1 6 - 6 1
 169 31 28 2 27 4 27 -
 79 26 23 - 26 7 22 5
 17 2 2 - 2 - 6 -
 8 1 1 - 1 - 1 -
 16 3 3 - 3 - 3 -
 6 2 2 - 2 - - -
 13 2 - - - - - -
 12 1 1 - 1 - 1 -
 12 2 2 - 2 - 2 -
 23 5 5 - 5 - 5 1
 58 10 8 - 8 - 17 -

たのは16都府県で、減少したのは18府県、立入検査等
が行われなかったのは7県でした。立入検査等数が2

桁だったのは7都道府県で、このうち北海道と大阪府
は減少しました。
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　ディスポ－ザ生ごみ処理システムより発生する破砕
残渣物（主に卵殻）は、排水配管底に堆積し、排水不良
や管閉塞の要因となる。本協会では堆積のメカニズム
と高圧洗浄による有効な清掃方法を検討してきた1)2)。
　本報告では、ディスポ－ザ本体直近の排水横枝管
を想定し、既報の調査より得られたデ－タを基に実
破砕卵殻を用いて、ノズル挿入方向、曲がり数や配管
長等が洗浄の際、破砕残渣物搬送性能に及ぼす影響
を調べた。

　図1と写真1に、供試排水配管2系統（透明ポリ塩化
ビニル管、Ⓐ系統4曲がり（ⓐ系統7曲がり)）を示す。
排水横枝管は管径：50A、全長：Ⓐ－Ⓕ7m（ⓐ－ⓘ

14m）であり、僅かな段差が生じない様に直管部接続
継手やエルボ差し込み接続部の 間等、堆積の一因と
なる排水に乱流を生じさせないよう設置した。ホース
挿入方向は上流からと下流からの2方向とし、ⓐ系統
14m間の途中掃除口から上流側へ向けた洗浄も行っ
た。既報1)の検証を基に、搬送性能の優位なものを採用
した。エルボにはロングエルボ（LE）を用いた。ノズル
は搬送性能の高い回転噴射、ホ－スは挿入性能の高い
特殊ウレタン被覆ホ－スを用いた。水圧は元圧
15Mpa、先端圧6.3Mpa、と水量は13.3L/minとし、挿
入スピードは4m/minとした3)。
　洗 浄 対 象 物 は 破 砕 残 渣 物（重 量：Ⓐ0.75kg（ⓐ
1.5kg)）とし、排水横枝管の停滞･堆積しやすいⒶ系統
に5か所（ⓐ7か所)に分散して置いた。洗浄後に回収
桝に排出された破砕残渣物の重量を測定した。なお、
実破砕残渣物は卵殻等内容物のばらつきを考慮し、排
出後の水分を含む全重量を都度計測し、洗浄前後の比
率（排出率）を求めた。

　実験結果（回収重量）を表1に示す。既報の共用管を
想定した検証同様に、上流からの洗浄では、破砕残渣
物は撹拌され再び比重の重い卵殻が滞留した（写真
2）。水溶性の高い油脂固形物や厨芥物のみ排出された
結果、3回の平均がA系統では12%、a系統では23%と

4

佐藤恭輔,難波信二,佐藤昭仁,齊藤将一,西川昌樹,高岡ジョージ,上野雄治,大野隆次,小久保あや,渡辺拓（（一社)全国管洗浄協会）

写真1　供試排水配管

図1　供試排水配管図1　供試排水配管排水配管



回収重量は少なかった。下流からの洗浄において、破
砕残渣物は円滑に搬送され（写真3）、両系統ともに管
路が倍になっても100%の排出率となった。また、a系
統途中に設置した掃除口から上流方向への洗浄結果も
同様であった。排水横枝管においても、下流からの洗
浄が圧倒的に優位であること、適切な位置にある掃除
口の採用も同様に有効であることが確認された。

　定期的な洗浄は，人が居住し生活していることや、
室内レイアウト、掃除口の有無や位置等の制約がある

中で行われる。検証で得られた知見を基に，排水横枝
管が排水立て管に流入する直近に掃除口を設置するこ
とにより、下流側から上流方向へ、より効果的な洗浄
が可能となる。
［参考文献］
1)  大野隆次：ディスポ－ザ排水処理システムの粉砕物堆積
状況報告及び効果的清掃方法の提案、建築物環境衛生管
理全国大会，pp.88-89、2023

2)  小久保あや:ディスポーザ排水配管における管洗浄実験、
建築物環境衛生管理全国大会、pp.70-71、2024

3)  坂上恭助ほか:建築物排水管清掃技士資格講習会テキス
ト、(一社)全国管洗浄協会、2021
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写真3　下流からの洗浄状況写真2　上流からの洗浄後堆積状況

上流側より
（　）内は水を含む全量
下流側より
（　）内は水を含む全量
掃除口より
（　）内は水を含む全量

a系統（14m、7曲がり）A系統（7m、4曲がり）
ホース挿入箇所

2回目
148

（8354）
1096
（1096）

3回目
122

（1038）
1045
（1045）

1回目
99

（915）
1264
（1264）

2回目
364

（1597）
1704
（1704）
1499
（1499）

3回目
533

（1706）
1605
（1605）
1500
（1500）

1回目
315

（1669）
1788
（1788）
1556
（1556）

表1　実験結果（回収重量[g]）
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中部・北陸支部のリスクアセスメントセミナーの模様

2024年度第3回会合を12月9日午後1時より、事務
局とWebのハイブリッド形式で開催し、①新年度従事
者研修②2025年度事業計画案・収支予算案③第3期ア
クションプランなどについて協議しました。
　建築物排水管清掃作業従事者研修事業については、
2025年度は14回開催することを決定。また、開催地
域の拡大や研修を担う講師の研修を要望する声が挙
がっていることから、実現に向けた検討を進めること
になりました。第3期アクションプランについては、2
年目の取り組み内容を見据えた上で各支部での対応を
継続協議していくことになりました。

　中部・北陸支部は12月５日、名古屋駅前の会議室で、
リスクアセスメントセミナーを開催しました。講師に
愛知労働局名古屋東労働基準監督署の波野祐輔労働基
準監督官と棚橋克己安全衛生課長を招き、リスクアセ
スメントと新たな化学物質管理に関する法改正の概
要、監督署管内の労働災害の発生状況から原因と対策
などを学びました（写真右上）。
　波野監督官は、日常業務の中に潜むリスクを見つけ、
いかに防ぐかについて、災害発生のメカニズムを通じ
て危険の見つけ方や、その危険を軽減させるための手

法などを伝え、なくすことができない残留リスクと向
き合うために、作業手順書を作成して危険予知（ＫＹ）
訓練などを実施することの重要性を訴えました。
　さらに化学物質によるリスクアセスメントについ
て、900を超える物質があり容易には探せないが、厚
労省の「職場の安全サイト」を活用すれば確認できるこ
とを紹介しました。
　棚橋課長は、監督署管内の労働災害の発生状況を伝
え、災害発生の多い「墜落」や「転倒」に留意するよう訴
えるとともに、2023年から取り組みを始めた「安全経
営あいち」の取り組みを紹介しました。
　最後に、藤井金蔵支部長が「貴重な勉強会となりまし
た。今後も支部活動にご参加いただき、活性化したい
と思います」と述べ、閉会となりました。
▼北海道支部＝幹事会／ 11月26日／支部幹事の変更
を承認（㈱ホクカン内田秀哉氏から同社笹木明彦氏に
変更）



5月8・9日（木・金） 20名

開催日　　　　　　　　　　　　　　会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　募集人員

横浜産業貿易センタービル
(神奈川県横浜市中区山下町2）

開催日　　　　　　　　　　　　　　会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　募集人員

(神奈川県横浜市中区寿町1-4)   

   

2月28日（金） （神奈川）

（神奈川）

かながわ労働プラザ 50名

ZENKANKYO news 2025.2   7

　東京都健康安全研究センター広域監視部建築物監視
指導課によると、2023年度建築物事業登録立入検査
結果は登録要件の不適数が5件、立入検査時の監視結
果は不適数が25件でした。
　登録要件の不適はいずれも物的要件で、機械器具関
連（申請機械器具が確認できない・適切でない、排水管
清掃作業専用でない）、保管庫関連（施錠ができない、
適切規模でない）などでした。
　監視結果の不備のうち、最も多かったのは「機器管
理台帳」で一部不備4件、要注意4件の合計8件ですが、
不備が多かったのは「従事者研修」で、不備数6件のう
ち４件が不備に該当しました。これは、「従事者研修実
施記録を作成していない・保存していない」や「実施方
法が適切でない（時間、受講者、内容、指導者、その他）」
などとなっています。

国土交通省が公表した「建築物リフォーム・リニュー
アル調査報告」によると、2024年度第2四半期（7～9月）
の受注高合計は3兆4,147億円で、前年同期比6.0％減
少しました。このうち、住宅に関する工事受注高は1兆
132億円で同10.1％減少、非住宅建築物に関する工事
受注高は2兆4,015億円で、同4.2％減少しています。

　国土交通省は12月6日、「既存建築物の現況調査ガ
イドライン」と「既存建築物の緩和措置に関する解説
集」を公表しました。2025年4月施行予定の改正建築
物省エネ法および建築基準法規定による、既存建築物
の増改築時等の建築確認・検査項目の増加や対象拡大
を反映しています。従来のガイドラインは、2025年4
月1日付で新ガイドラインに統合される予定です。

業界関連ニュース



【東京支部】
㈱ａＬｉｖｅ
代表者＝西川昌樹（代表取締役）
〒144-0052　東京都大田区蒲田5-43-10
第二日比野ビル6階（2025年1月入会）
TEL 03-6715-8976
FAX 03-6715-8975
紹介者（推薦者）＝山大物産㈱

【南関東支部】
クリーンビルサービス（同）
〒243-0804　神奈川県厚木市関口402-7
（TEL/FAX変更なし、2024年12月）

【南関東支部】
第一カッター興業㈱
代表取締役が高橋正光から安達昌史に変更
（2024年9月）
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介
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福岡会場　受講者 46人　　 2024年12月11日
福岡生活衛生食品会館（福岡県福岡市）

１．福岡県における建築物環境衛生行政

橋田　真一講師
（福岡県保健医療介護部
生活衛生課）

糸山　高博講師
（一社・全国管洗浄協会）

難波　信二講師
（一社・全国管洗浄協会副理事長）

 5．排水設備の清掃実務および
       清掃機器の使用方法
 6．業務管理一般論

２．建築物衛生法と関係法令および
       排水管清掃作業の安全と衛生
３．排水設備概論
４．点検診断・検査

　揚げ物をした後の油、皆さんはどのように捨てていま
すか？　キッチンの排水口に流してしまうと、排水管内
で固まり、詰まりの原因になります。
　炒め物後の少量の油なら、キッチンペーパーなどで拭

きとります。ある程度の量がある場合は、市販の油固化
剤を利用するか、紙や新聞紙に吸わせます。冷蔵庫で
冷やし固めれば、取り扱いがかなり楽です。どの方
法でも、「燃やせるごみ」としてお住まいの地域の分
別のとおりに捨ててください。
　寒い冬は油が固まりやすい季節です。排水
管が詰まらないよう、ぜひご注意ください。

使用済み油は、「ふき取る」「固める」

お客様へのワンポイントアドバイス

どの方
地域の分

水
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